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「南総里見八犬伝」

 

でも有名な里見家の

 

終焉の地だって

土砂が下流へ一気に流れないように、一時的に蓄え

 

るための施設です。近年は、平常時の土砂移動の妨げ

 

にならないように「切り欠け(スリット）」を設ける

 

ようになっています。

大雨で山が崩れたり、土や石が水とともに流れ出た

 

り（土石流）することがあります。
その結果、ふもとの家々が被害にあったり、下流の

 

川に土砂がたまって水が流れにくくなることで氾濫被

 

害が生じることがあります。
これを防ぐための様々な方法を「砂防」と呼びます。

 

天神川水系では主に砂防堰堤（砂防ダム）を建設して

 

います。
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天神川流域観察会を行いました

秋晴れのもと、天神川流域観察会を平成２０年１０月１９日

 

（日）に行い、15名の方に参加いただきました。
天神川流域観察会は、国土交通省の行っている様々な事業につ

 

いて理解を深めていただくことを目的として、昨年まで行ってい

 

た「天神川流域ウォーク」を改めて実施したものです。
初回のメニューは「砂防」。小鴨川流域での砂防施設を中心に、

 

周辺の歴史的な施設を見学しました。

天神川の花
タニウツギ

①山郷神社

③関金博物館

②野添砂防堰堤群

④浅井砂防堰堤

国土交通省
倉吉河川国道事務所

倉吉市役所

砂防とは？

砂防堰堤？

砂防堰堤の
お勉強です

小鴨川で自然再生の実験をしています

打吹山

打吹山

イカルチドリ

懇談会現地視察状況懇談会現地視察状況

平成１８年度から小鴨川の中流部（倉吉市若土地先）で、昔の礫河原を再生す

 

る事業を地元や学識者の方々のご意見を伺いながら行っています。
平成１９、２０年で小鴨川の８ｋ～９ｋの約１ｋｍを試験整備区間として、樹

 

木伐採や掘削を実施しました。今後は礫河原が維持できるかどうかモニタリング

 

をして検証する予定です。

昔の小鴨川
（昭和40年代以前）

今の小鴨川

土砂が堆積したり

 

樹木が繁茂して水

 

面が見えない･･･

伐採
掘削

礫河原で卵を産むイ

 

カルチドリがもどっ

 

てくるといいな



▽洪水時の水位

▽洪水時の水位

国土交通省では、天神川、小鴨川及び国府

 

川において、河床掘削工事を行っています。

近年、天神川流域では目立った洪水が起

 

こっていません。このため、上流から流れて

 

きた土砂が中下流部にたまるほか、樹木が林

 

のように育っているような箇所がありました。
このような箇所では、大雨の際に川の水が

 

流れにくくなり、水位が上昇することで氾濫

 

被害を大きくするおそれがあります。

そこで、土砂の堆積や樹木の繁茂が特に著

 

しい区間について、これらを取り除く工事に

 

着手しました。

天神川・小鴨川・国府川で河川内の掘削工事を行っています

伐木区間
伐木・掘削区間

工事区間

９

179

313

工事は３月末まで行います。
工事期間中は周辺をダンプトラックなどが

 

走行し、ご迷惑をおかけしますが、ご理解い

 

ただきますようお願いします。

倉吉市若宮
天神川

 

三徳川合流点付近
平成20年10月30日撮影

平成20年11月26日撮影

倉吉市宮川
小鴨川

 

三明寺橋より上流
平成20年8月27日撮影

伐木・掘削している区間

見違えるね！

工事前

工事後

たまった
土砂

繁茂した

 

樹木

整備効果のイメージ
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